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高性能搬器

機種名：Liftliner4000

製造元
コンラッド社
（オーストリア）

重量：７９０ｋｇ
主索：２０ｍｍ
巻取り：１２ｍｍ 100ｍ
最大巻取力：約４トン
エンジン：100ｐｓ

フォルクスワーゲン
ディーゼルターボ



高性能搬器

タワーヤーダ
（既存のコベルコ ACERA SK120）

充電式リモコン

リモコンによる操作

オートチョーカーの併用
による自動化

タワーヤーダ
（既存のコベルコ使用）
・０．４５クラス
・約５００ｍの架線設置
が可能

「先進林業機械の導入・改良事業」

オートチョーカー
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新しい林業機械による作業システム



導入する作業システム （トラクタ）

間伐伐倒現
在
の
シ
ス
テ
ム

チェーンソー

木寄集材

ウィンチ付き
グラップル

造 材

ハーベスタ

運 材

グラップル
クローラ
ダンプ

積込搬送

グラップル付
トラック

２人 ２人 １人 １人

改
善
後
の
シ
ス
テ
ム

間伐伐倒

チェーンソー

２人

木寄集材 造 材

トラクタシステム

１人 １人

積込搬送

グラップル付
トラック強力ウィンチ ハーベスタ

生産性：７.１ｍ３/人日 生産コスト：７,７１０円/ｍ３

＊習熟中参考値（甲繋団地）

＊間伐分析シート集計値（保垣Ａ団地）

生産性：７.６ｍ３/人日 生産コスト：７,５７０円/ｍ３



導入する作業システム （架線系）

間伐伐倒

チェーンソー

集 材

通常搬器

造 材

２人 ２人 １人

プロセッサ

１人

タワーヤーダ

市場搬送

トラック

間伐伐倒

チェーンソー

２人

造 材

架線系システム

荷掛１人 １人

積込搬送

グラップル付
トラック

高性能搬器
リフトライナー プロセッサタワーヤーダ

*オートチョーカー使用

集 材

現
在
の
シ
ス
テ
ム

改
善
後
の
シ
ス
テ
ム

生産性：２.０ｍ３/人日 生産コスト：１０,１２３円/ｍ３

＊既存データによる算定値

グラップル

１人

１人

＊除架設撤去生産性：６.８ｍ３/人日 生産コスト：７,３５２円/ｍ３

生産性：５.３ｍ３/人日 生産コスト：８,４３４円/ｍ３ ＊含架設撤去

荷掛け/荷外し
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新しい作業システムでの利点と課題
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トラクタシステム

システムの利点

システムの課題

・集材，造材，整理が１台で可能（多機能性）
・公道走行が可能（機動性が高く，稼動率が向上）
・十分な枝払い能力（クローラ式の送材機構）
・強力かつリモコン操作のウィンチでの高い集材能力

・従来とは異なる操作系の習熟に時間を要する
・全幅員が３.５～４.０ｍ程度の路網の整備
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架線系システム

システムの利点

システムの課題

・急傾斜などで路網密度が低く，集材距離が長い場合
でも集材が可能

・索張り，撤去に要する時間の短縮
・リモコンやオートチョーカーによる省力化，安全性
・横取りによる集材範囲の拡大

・最適な伐倒方法や集材範囲等の確認
・トラクタシステムと同様に基幹作業道の整備が必要
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データ収集（システムの生産性を明らかにするため）

作業日報の作成 ＧＰＳロガー



「先進林業機械の導入・改良事業」
ＧＰＳデータの表示（カシミール３Ｄを使用）



導入するシステムの作業効率等の評価・検討

「先進林業機械の導入・改良事業」
ＧＰＳデータの表示（カシミール３Ｄを使用）



今後の展望

●平成２３年度以降の林業機械システムデータ収集

広島県西部の状況に合致した作業システムの提示



広島県西部森林組合事業推進協議会
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